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第
二
節 

気 
 

候 

 

１ 

概 
 

要 

 

白
鷹
町
の
気
候
は
、
農
業
気
象
測
候
の
区
分
で
は
長
井
盆
地
す
な
わ
ち
長
井
区
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
白
鷹
町
全
域
に
つ
い
て
は

局
地
的
な
も
の
が
あ
る
の
で
、
気
象
庁
山
形
測
候
所
委
託
業
務
と
し
て
白
鷹
町
農
業
協
同
組
合
蚕
桑
支
所
に
、
「
局
地
農
業
気
象
観
測
所
」

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

当
地
方
の
気
候
に
つ
い
て
、
気
象
庁
観
測
部
産
業
気
象
課
発
行
の
『
農
業
気
候
区
分
の
一
例
』 

 
 

 
 

は
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。 

「
長
井
盆
地
の
西
側
に
は
巨
大
な
朝
日
連
峰
が
大
障
壁
を
な
し
て
、
し
か
も
こ
れ
と
併
行
し
て
標
高
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
葉

山
連
嶺
が
第
二
の
障
壁
と
な
り
、
冬
の
北
西
季
節
風
を
ほ
と
ん
ど
完
全
に
遮
断
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
荒
砥
附
近
が
村
山
平
野
の
中
心
部

と
共
に
山
形
県
第
一
級
の
寡
雪
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
冬
の
北
西
季
節
風
は
、
朝
日
山
系
と
葉
山
連
嶺
に
吹
き
上
げ
ら
れ
て
多
雪
地
帯
と

な
り
、
最
上
川
地
峡
に
下
降
し
て
寡
雪
地
帯
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
風
が
鷹
戸
屋
断
層
崖
を
白
鷹
山
系
に
向
っ
て
再
び
吹
き
上
げ
ら
れ
て

多
雪
地
帯
と
な
り
、
白
鷹
山
、
作
谷
沢
方
面
の
雪
が
多
く
な
る
。 

小
国
町
の
荒
川
峡
谷
に
吹
き
こ
ん
だ
冬
の
北
西
季
節
風
は
、
飯
豊
と
吾
妻
の
大
障
壁
に
衝
突
し
、
長
井
市
街
部
へ
南
寄
り
の
吹
雪
を
送

る
が
、
荒
砥
方
面
で
は
俄
か
に
風
勢
が
衰
え
る
。
ま
た
、
荒
川
峡
谷
か
ら
吹
き
こ
む
雨
を
ふ
く
ん
だ
南
西
季
節
風
は
、
置
賜
地
方
に
雨
を

ふ
ら
せ
、
つ
い
で
最
上
川
峡
谷
を
通
っ
て
村
山
平
野
に
流
入
し
、
北
に
向
っ
て
次
第
に
雨
域
を
ひ
ろ
げ
る
場
合
が
非
常
に
多
い
。
」 

尚
、
細
部
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
降
雪
量
に
お
い
て
西
高
玉
・
西
田
尻
・
山
口
・
森
合
・
黒
鴨
・
栃
窪
等
西
山
々
麓
地
帯
及
び
中
山
方

面
が
多
く
、
浅
立
・
広
野
・
畔
藤
・
荒
砥
方
面
が
少
な
く
、
殊
に
十
王
地
区
が
町
の
内
で
も
最
も
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
農
作

昭
和
四
十
六

年 

四 

月
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物
に
対
す
る
影
響
が
大
き
く
、
殊
に
融
雪
期
の
遅
速
の
差
が
、
春
期
作
物
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
又
降
雪
量
の
差
は
、
桑
・

果
樹
の
被
害
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
鼠
害
の
多
少
と
も
な
っ
て
い
る
。
最
近
国
道
・
県
道
・
町
道
と
そ
の
整
備
が
急
速
に
進
み
、
旦
つ

機
械
力
に
よ
る
除
雪
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
幹
線
の
通
行
を
容
易
に
し
て
い
る
が
、
降
雪
量
の
差
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
多
雪
地
帯
の
交

通
不
便
な
住
民
は
、
こ
れ
に
堪
え
難
く
、
寡
雪
地
の
生
活
容
易
な
と
こ
ろ
を
求
め
て
転
居
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。 

町
の
行
政
上
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
も
こ
の
点
に
留
意
し
、
農
業
の
構
造
改
善
、
中
小
企
業
の
工
場
誘
致
等
と
相
俟
っ
て
、
栃
窪
部
落

全
戸
の
柏
原
団
地
へ
の
集
団
移
転
を
完
了
し
て
い
る
。
し
か
し
生
活
の
不
便
な
地
か
ら
生
活
し
易
い
土
地
へ
の
住
民
の
移
動
は
、
社
会
的

な
構
造
の
変
化
と
、
経
済
の
急
激
な
変
革
に
よ
っ
て
、
全
国
的
な
傾
向
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
都
市
部
の
過
密
、
農
山
村
の
過
疎
と
い
う
現

象
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
ひ
と
り
白
鷹
町
の
極
部
的
な
も
の
で
は
な
い
。 

 

２ 

降 

雨 

量 

 

降
雨
量
に
つ
い
て
は
、
他
地
区
に
比
し
て
特
記
す
べ
き
事
項
は
な
い
が
、
降
雨
量
の
も
た
ら
す
被
害
、
即
ち
洪
水
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

き
た
い
。 

朝
日
山
系
・
飯
豊
山
系
・
吾
妻
山
系
・
奥
羽
山
系
・
白
鷹
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
置
賜
盆
地
は
、
各
山
系
を
源
と
す
る
細
支
流
を
合
わ
せ
て

最
上
川
の
上
流
と
な
り
、
こ
の
水
を
利
用
し
て
飲
用
或
い
は
水
田
の
開
発
が
な
さ
れ
、
水
力
発
電
を
含
む
工
業
用
水
と
な
り
、
さ
ら
に
は

淡
水
魚
の
養
殖
な
ど
が
行
わ
れ
、
又
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
米
沢
藩
の
財
政
上
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
舟
運
の
路
線
で
も
あ
っ

た
。 
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し
か
し
一
度
大
量
の
降
雨
が
あ
れ
ば
洪
水
と
な
り
、
そ
の
も
た
ら
す
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
る
。
水
害
で
、
江
戸
時
代
以
降
記
録
に

残
さ
れ
た
主
な
る
年
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
） 

正
保 
三
年
（
一
六
四
六
） 

宝
暦 

五
年
（
一
七
五
五
） 

同 
 

七
年
（
一
七
五
七
） 

安
永 

五
年
（
一
七
七
六
） 

文
政 

七
年
（
一
八
二
四
） 

安
政 

二
年
（
一
八
五
五
） 

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
） 

大
正 

元
年
（
一
九
一
二
） 

同 
 

二
年
（
一
九
一
三
） 

昭
和
四
十
二
年
八
月 

羽
越
大
洪
水 

 

置
賜
盆
地
の
水
田
開
発
は
江
戸
期
に
入
っ
て
急
速
に
進
み
、
現
在
の
水
田
面
積
に
近
い
も
の
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
開
発

に
あ
た
っ
て
は
置
賜
盆
地
各
支
流
を
利
用
し
て
お
り
、
防
災
工
事
の
未
熟
に
よ
っ
て
、
洪
水
の
被
害
は
そ
の
都
度
甚
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

又
、
極
地
的
な
洪
水
と
そ
れ
に
よ
る
被
害
は
、
前
記
一
一
回
以
外
に
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
各
地
の
古
文
書
に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。 

当
町
内
の
水
田
開
発
の
過
程
に
お
い
て
も
、
松
川
添
い
の
土
地
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
現
在
の
諏
訪
堰
の
よ
う
に
、
完
備
さ
れ
る
迄 

の
先
人
の
苦
労
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 

当
町
に
於
け
る
水
害
は
、
次
の
点
で
他
地
区
と
異
な
る
。 
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置
賜
盆
地
の
中
・
小
河
川
が
こ
と
ご
と
く
集
り
、
高
岡
で
実
淵
川
が
合
流
す
る
に
至
っ
て

最
上
川
は
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
地
点
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
大
き
な
袋
を
す
ぼ
め

た
頸
部
に
あ
た
り
、
こ
れ
よ
り
下
流
は
五
百
川
峡
谷
と
な
る
。
置
賜
盆
地
に
降
っ
た
大
量
の

雨
や
、
融
雪
期
に
於
け
る
急
激
な
温
度
の
上
昇
な
ど
が
も
た
ら
す
最
上
川
の
増
水
は
、
菖
蒲
・

高
岡
よ
り
下
流
で
呑
み
き
れ
ず
、
高
岡
・
箕
和
田
・
菖
蒲
・
石
那
田
等
現
在
の
荒
砥
橋
下
流

の
両
岸
に
溢
れ
、
こ
の
地
域
の
人
家
・
田
畑
に
夥
し
い
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
た
。 

現
在
の
黒
滝
橋
附
近
は
、
硬
質
頁
岩
の
河
床
で
あ
り
、
そ
の
昔
丈
余
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）

の
滝
を
な
し
て
、
黒
滝
の
名
が
生
れ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
舟
運
は
不
可
能
で
あ
り
、
洪
水

の
際
は
一
大
遊
水
地
帯
を
形
成
し
て
、
そ
の
規
模
は
今
で
は
想
像
の
で
き
な
い
程
で
あ
っ
た

と
思
う
。 

江
戸
時
代
の
中
期
、
元
禄
の
頃
西
村
久
左
衛
門
と
い
う
豪
商
が
米
沢
藩
の
許
可
を
得
て
、
黒

滝
を
打
ち
砕
き
、
左
沢
口
ま
で
の
河
床
を
整
備
し
て
、
米
沢
―
酒
田
間
の
舟
運
の
開
通
進
展

を
図
っ
た
と
い
う
。 

こ
の
西
村
久
左
衛
門
の
快
挙
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
書
い
た
遊
水
地
帯
は
相
当
部
分
解
消
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
面
で
も
西
村
久

左
衛
門
の
功
績
を
大
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

水
田
の
開
発
―
降
雨
洪
水
―
被
害
―
復
旧
、
こ
の
く
り
か
え
し
は
、
先
人
達
に
ど
れ
ほ
ど
の
苦
痛
を
与
え
、
数
多
く
の
悲
劇
を
生
ん
だ

こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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白

鷹

町

農

業

協

同

組

合

蚕

桑

支

所

こ

の

統

計

表

は

一

九

八

〇

年

迄

使

用

さ

れ

る

米
作
一
辺
倒
の
時
代
に
、
過
酷
な
徴
税
（
年
貢
）
と
天
災
は
、
農
民
を
し
て
逃
散
・
欠
落
・
生
児
の
間
引
等
の
悲
し
い
結
果
を
生
み
、

果
て
は
農
民
一
揆
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。 

洪
水
に
よ
る
耕
地
の
被
害
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
各
村
に
保
存
さ
れ
残
さ
れ
て
き
た
「
水
帳
」
な
ど
に
「
川
欠
永
引
」
な
ど
と
記
さ

れ
、「
年
貢
」
の
減
額
を
示
し
て
い
る
。
年
貢
の
減
額
嘆
願
・
分
納
願
等
の
古
文
書
に
は
、
数
多
く
洪
水
被
害
の
様
子
が
書
き
記
さ
れ
て
い

る
。 

 

３ 

農
業
気
象 

 

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
よ
り
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
迄
の
一
〇
年
間
、
農
業
気
象
白
鷹
観
測
所 

 
 

 
 

 
 

で
観

測
し
た
も
の
を
山
形
測
候
所
で
整
理
し
た
の
が
第
１
表
で
あ
る 

 
 

 
 

 
 

 

。 

尚
、
県
内
の
農
業
気
象
観
測
体
勢
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

気
象
官
署 

 
 

 
 

 
 

六 

地
区
農
業
気
象
観
測
所 

一
三 

（
白
鷹
町
は
長
井
地
区
に
入
る
） 

局
地
農
業
気
象
観
測
所 

二
〇 

（
白
鷹
町
農
業
気
象
観
測
所
＝
白
鷹
町
農
業
協
同
組
合
蚕
桑
支
所
） 
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鮎
貝
小
嶋 

家

文

書 

４ 

小
嶋
俊
親
日
記
よ
り 

 

小
嶋
俊
親
日
記 

 
 

 

は
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
本
庄
氏
が
鮎
貝
城
代
と
な
っ
て
か
ら
明
治
に
至
る
ま
で
の
一
時
期
、
自
分
用
人

と
し
て
本
庄
氏
の
側
近
に
あ
り
、
公
私
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
記
に
記
さ
れ
た
天
気
を
表
に
し
て
み
る
と
第
２
表
の

よ
う
に
な
る
。 
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５ 

樋
口
善
吉
氏
の
観
測 

 

樋
口
善
吉
氏
は
、
山
口
の
人
で
、
教
職
の
傍
ら
農
業
を
営
な
み
農
業
気
象
の
観
測
を
続
け
た
。
氏
の
観
測
は
昭
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
二
年
ま
で
一
日
の
休
み
も
な
く
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
稲
作
に
、
養
蚕
に
、
学
校
行
事
に
と
有
効
に
利
用
さ
れ
た
。
観
測

は
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
昭
和
九
年
の
大
凶
作
（
第
３
表
）
と
昭
和
三
十
年
の
大
豊
作
（
第
４
表
）
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
を
か
か
げ
る 

 
 

 
 

。 
 

『
蚕
桑
の
郷

土
誌
』
よ
り 
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樋
口
善
吉
氏
の
気
象
観
測
は
、
ア
ネ
ロ
イ
ト
晴
雨
計
と
寒
暖
計
を
用
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
雪
や
霜
に
つ
い
て
も
調
査
し
て

い
る
。
そ
れ
を
整
理
し
た
の
が
第
５
、
６
、
７
、
８
、
９
、

10
表
で
あ
る
。 
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６ 

『
エ
ト
モ
先
生
の
温
度
の
話
』（
西
置
賜
教
育
座
談
会
編 

昭
和
三
十
八
年
） 

 
樋
口
善
吉
氏
は
農
産
物
の
増
量
を
目
標
と
し
て
、
ア
ネ
ロ
イ
ト
晴
雨
計
、
寒
暖
計
を
使
い
農
業
気
象
の
観
測
を
し
た
が
、
守
谷
永
友
氏

は
樋
口
氏
と
同
じ
く
教
職
の
傍
ら
、
主
と
し
て
温
度
計
に
よ
る
観
測
を
し
、
そ
の
大
部
分
が
生
活
体
験
的
な
、
い
わ
ゆ
る
「
生
活
の
知
恵
」

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
特
徴
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
両
者
共
、
終
生
を
教
育
界
に
尽
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
の
観
測
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
絶
え
間
の
な
い
観
測
と
記
録
に
共
通
点
が
あ
る
。 

『
エ
ト
モ
先
生
の
温
度
の
話
』
の
内
容
は
手
袋
や
足
袋
を
必
要
と
す
る
温
度
、
炉
端
の
温
度
、
こ
た
つ
の
温
度
、
風
呂
の
温
度
、
井
戸

水
の
温
度
、
寝
る
温
度
、
労
働
と
温
度
、
地
温
、
貯
水
池
の
水
温
、
家
屋
内
の
諸
温
度
な
ど
で
、
生
活
様
式
が
急
変
し
た
現
在
で
は
利
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
部
面
も
あ
る
が
、
自
然
界
に
生
き
る
た
め
の
智
恵
と
し
て
参
考
に
な
る
。 

そ
の
主
な
る
も
の
を
あ
げ
て
み
る
。 

 

・
頭
に
一
番
よ
い
温
度
、
一
四･

四
度
。
精
神
と
労
作
最
適
温
度
。 

・
養
蚕
の
稚こ

ば

蚕
そ
だ
て

、
二
四･

〇
度
。 

・
手
の
温
度
（
手
の
好
き
な
温
度
）
、
一
四･

四
度
。 

・
手
袋
を
要
す
る
温
度
、
一
〇･

〇
度
。 

・
足
袋
を
要
す
る
温
度
、
二
〇･

〇
度
。 

・
素
裸
で
快
適
な
温
度
（
素
足
に
快
適
な
温
度
）
、
二
四･

〇
度
。 

・
扇
が
必
要
に
な
る
温
度
、
二
八･

〇
度
。 

・
サ
ル
又
一
つ
、
三
〇･

〇
度
。 

・
裸
で
も
汗
ば
む
、
三
二･

〇
度
。
但
し
湿
度
に
よ
っ
て
快
、
不
快
が
あ
る
。 

・
こ
た
つ
の
温
度
は
、
部
屋
の
温
度
に
よ
っ
て
快
適
な
温
度
が
変
わ
っ
て
く
る
。
長
く
あ
た
る
に
は
四
〇･

〇
度
ぐ
ら
い
。 

・
風
呂
の
温
度
、
四
〇･

〇
度
、
風
呂
場
の
温
度
は
二
〇･

〇
度
ぐ
ら
い
。
入
浴
は
一
〇
分
間
。 


